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日本産 Pachydiscinぉの概要

(A Note on the Japanese Pachydiscin~) 

松 本 逹 郎

昭利 18年 10月日本古生物學會第 32回例會講演要旨

I. Pachydiscinぉの分類について

II. 主要な腸について

III. 本邦産の諸種について

IV. 層序的産出

序

此の小篇は帝國學士院より援助を仰いで遂行した， 1)日本白堅系産菊石類化石の研

究の一部の摘要である。 1)

Desmoceratidreの一亜科 Pachydiscinreは上部白堅紀の菊石類の重要なもの＼ー

つで，日本の浦河統及びヘトナィ統からはこれに蜀する多くの化石を産する。自分が

今日まで日本産の材料につき研究した結果の概要をこ＼に記し止めて置く。 2)

I. Pachydiscinおの分類について

Pachydiscinreに蜀すべき化石は恨界各地の上部白墾系から産し，外國の學者によ

つても取扱はれて来たが，就中 SPATH1922は其の中を類別し多敷の腸を新設した。

此の分類は氏の頭の中に想像してゐる系統園係 (phylogeneticrelation) を表現した

もので，全面的に認容し難いものである。｀各蜀の定義もまた遺懺な事に極めて不明

確で困戚を戚ずる。しかしながら氏は genotypeを畢げてゐるので，先輩の業績を尊

重し，氏の提唱した属名は可能の範園でこれを採用し明確な再定義を輿へて活かすや

うに努めた。 ーに基いては YABE& SHIMIZU 1926の要約分類がある。

従来の研究では個体骰逹の研究が不十分であるので，自分は特にこれに力を注ぎ，

Pachydiscinreの分類一般につき次の事項を知り得た。

1. 本邦産 Pachydiscidsは第III章に掲げるやうに分類芯れるが，いろいろな謁種の

大部分のもの 3) ＼間には相互になんらかの連閥性があり，特に個体登逹を検討し，ま

たその地質的産出を参考として考慮に入れると，相互の共通性または連闊性は明確と

なり，これらは一つの “solid"な亜科 Pachydiscinぉ中にまとめるこごができる。

1) 此の機會に帝國學士院営局及び特に御盛力下さつた加朦・矢部雨先生に篤く感謝の意を表する。

2) 詳細は適嘗なる機會到来を待ちモノグラフとして疲表したい。それは‘‘日本白聖系層序の基礎的

研究”に密接に連結すべき古生物學的研究の報告を主たる目的とするものである。

3) 材料が不足で十分の研究を行ふことの出来なかった少数のものについては明言出来ない。
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2. 個證波達の初期の殻はいづれも互ひに極めて類似し，一言にして言へば desmo-

ceroidの性質であ声。すなはち巻が密で，腑の小ごい，甚しく膨れた (inflated)横幅

廣＼ヽ 螺環 (depressedwhorl)を持っ殻形を示し，＜びれ (constricti6'1s)がかなり頻

繁である。 縫合線の式は常に[I, Ui, Um, Uv, (= S),'U元U11,L,E]であつて，各要素

は Desmoceras 型である（第 1 圏•第 2 圏参照）。

この事賓から，外跳からして SPATHが Pachydiscidsに就き Puzosidsとの胴係を

想像して述べてゐたのは談であることが指摘姦れる。
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第 1 圏 A napachy[i.iscusの幼殻（材料 A.yezoensis (Y ~BE MS);九州帝大棚本 No.H 2463,棒

太内淵川中流々域 loc.N 182 f, Zoae Mh6$) 

a胚殻（p)及第1巻目3番目の室の廠面 (1°(3)); b第1巻後期の螺環の繭面； c幼殻の廠面 (d圃破線の，

部分で切る）第1巻＼10)より第3巻(3?）までを含む， 10の一部のみ外面が描かれてある； d第4巻目初期。

・ed躙より約 3/4巻後期， fe圃より約1巻後期，この時期を過ぎると umbilicaltuberclesヵ5褻達し

始める： g初期の縫合線登達，（1)第3香目の編合線，（2)第1巻の中期，（3)第1巻末期 (b圏の時期），（4)

第2巻初期，（5)第2巻末期，（6)第3巻初期，（7）第3巻後期 (d圏のSEPの部分の縫合線），（8)e圏の S印の

部分の縫合線，（9)f圏の S印の部分の一縫合線
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第 2 園 Canadoceras kossmati (Y ABE)の内面縫合線 (int(!rnal

sutu加 li加）破線は操作の際稀聾酸による腐蝕が過ぎて縫合線の詳細

(detail)が失はれた部分。

3.各属各種の特性は個膿褻逹の途中に視はれ始め，其の現出表現には遅速及び強弱

があり，また比較的急撤に出現する場合と北較的徐々に展開される禍合とある。或る・

種島の個證骰逹の途中に他の種島の個膿登逹の異る時期の性質に極めて近似の性質

が現はれることが屡々ある。これは相互の闊係を考究する上に重要であると共に，鑑

定に際し年齢を考慮しなければならない事を注意する 1)。個体登逹の後期のものヽ

殻形や殻装飾には，全体を一括して亜科としての特徴を述べることが困難な位に種々

の形態が現出する 2)。 もつともその種々の形質にも或る範園の限度はある。縫合線

は特に種風による差異が少なく，'亜科全体として類似した一定の型を示す。 3)但し刻

みの複雑さや其他の細かい点については幾分の相異がある。

II. 主要な鳥について

日本産の Pachydistinぉの諸関の特性と注意すべき事項を記す。（日本に材料のな

いも．のは直接寅物につき研究してゐないので我々にとつて特に注意すべき点のない

限り省略する。）— ， 
1.. Lewesiceras SPATH 1939 [genot1't>e A--1呵 onitespera↑nplus MANTELL〕此者は

Pachydiscinぉ中時代的に最初の代表者で，我がギリヤーク統上部に略 J相應する獣

洲の Turonianから其の化石が出てをり，縫合線の刻みの複雑さが余り甚しくない

といふ注意すべき点がある。従って更によく研究して後の種々の Pachydiscidsとの

1) 寅際其の不注意の為鑑定の誤つてゐだ化石が従来の材料中には且出された。

2) 或る類について Puzosiaに似た形態の現出するのはかかる中年以後の形態に於いてである。

Puzosoid aspectはむしろ aphenomenon of convergenceである。

3) Y国＆ Smwzu192nでは内面縫合線 (internalsuture-line.）の檬式．特に “erectnessof 

internal lobes (Ii, h)"につき諭じ，これを以て各腸を函別する一特性と見傲してゐるが，この

観察は正嘗でない。内面縫合線についても各腸間に根本的の相異はなく，等しく I,Ur, Um  

及び Uv(=S)の内牛分から成り， UI及び Um(YABE & S1mmuの 11,12は之に相嘗）は殆

んど翼直であって， Uvの subdividedlobulesとは大きさ並びに配列の方向で明確に逼別f:1:1

末る（後者は著しく斜めで大きさも小さい） （第2岡参照）。

う
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闊係を究めることが必要であるが，不幸にして日本からは未だこれを産出しない。

なほ腸名について一言すると，従来本蜀は Pachydiscus(s. str.｝として其の名が親

しまれてゐたが， SPATH1939 が指摘したやうに， PachydiscusZITTEL. 1884の

genotype として既に#A. de GROSSOU~RE 1893が Ammonitesneubergicus.v. 

HAUER を指定してゐる。 A. neubergicusは A.peramp!usとは異る風のもので ― 

あるので， A.Pera切pius を genotype とする闊に到しては SPATH の典へた Lewe~i- ・・ 
cerasの名を用ぴなければならないのだ。

尋

2. Anapachydiscus YABE & SHIMIZU 1926 (genotype Parapachydiscus fascicostatus 

YABE]殻形は Pachydiscinre一般の個体疲逹の初期に見る性質と終生比較的よく保

持してゐる。すなはち殆んど全生涯を通じ，殻の巻方かなり密 (oligog¥:ral)，腑はか、

なり小姦く（直径の2()乃至30炒位，従って sublatumbilicateヽ＼螺環 (whorl)は膨れ

(inflated)横幅が廣い (depressed)。殻の装飾として個体骰逹の中途から腑の周邊の沈

(umbilical tubercles)と，多敷の余り強大でない放射肋 (radialcdstac)とが登魏す

る。もつとも肋は或る種類では成年になつてから強大に且つ相嘗間隔廣く分布する

やうになることもある。 1)、設のくびれ (constrictions)'は中年以後は余り強く悛逹

しない。
,,;, 

一3. E砂richydiscusSPATH 1921, emend. (genotype Ammonites isculensis'REDTEN-
BACHER]殻形は個体装逹の初期には Anapachydisc材S と同榛膨れた著しく横幅廣い

螺環で特徽付けられてゐるが，、後期には漸次高芯を増し，横幅と高さとの差が余り大

きくなく断面にして subcircularな螺環で特徽付けられてゐる。巻の密度や腑の大
ヽ

きさは Anapgr妙liscusとほゞ同様。．殻装飾については，個体登逹の途中でAnapac・

hydiscMsに類似した弱い肋を持つ時期はあるが，やがて描いかなり粗く分布する肋が

骰逹する。特に其の中の幾つかの肋（多くはくぴれの位置に存在）は強大でそれの町

の周園の枕豆恥。＜びれは多くの場合よく登逹・してゐる。．

Eupachydiscusは A.isculensisを基に設けられた圏であるが， SPATHの定義は

genotypeを畢げる以外に “Coniacianstockなる 1%wakitesから，由来した装飾の｀’

噌加強化する forms’'と武つてゐるだけで極めて不明確である。 且つ ge1:1otype自

身につき詳しく個体被逹が究められたのを聞かず，自分も此の欺洲の材料を扱ふ機會

を持たない。たゞ成年殻においては A.isculensisは我が“扉chydiscus" ha-radai 

JIMBOによく似てをり，又 SPA罪自身も日本産の P.harqdaiの標本を観察して

Eupachydiscusに入るべきことを述べてゐる。 従って P.h心 adaiは E.isculensis 

1) Pachydiscidsの大部分についてさうであるが，十秀生長した殻の最後の部分は装飾が弱まるか又
、は殆んとァ平滑である。 Anapachydisr.i1sにおいて、同じである。

a 

‘ 
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と同麗のものであると考へる。そして我が國の P.haradaiをよく研究することによ
つて Eupachydiscusの定義を補ひ修正した次第である。賓は我々としてはむしろ

P. haradaiを genotypeとする .MesojJachydiscusYABE & SHIMIZU 1926の腸名を

用ひたい所であるが，命名規約を尊重し一應 EiiPachydiscusの名を採用して置くわ

けである。（若し賂来 A1畑 z.isculensisの個体登逹の検討などから，それが我が P.

haradaiとは腸として異ることが明らかになった時には勿論 Eupachydiscus とは別

に Mesopa~hydiscus が活き，こヽに記した特性は Mesopachydzscus の特性であるこ

とヽなる。）

4. Canado~eras SPATH 1922 emend. 〔genotypeAmmonites newber1yanus MEEK〕

殻形は個体登逹の初期には Ei-ipachydis~us と同榛の経過を以て生長していくが，螺環
の高さの増大が著しく，後期には高さが横幅より大きく (compressedwhorl)なり，又

＇ 巻方も甚しく密ではなくなり，腑(JJ廣さがやヽ大きくなる（直径の30％前後又は以上）

傾向がある。殻は最初は平滑で箪にくびれがあるのみだが，次Vヽ でくびれに伴び強い

肋が疲逹し肋は umbilicaishoulderの所で統峯朕に高まり突起を成す。強い肋の外に

腑まで逹しない弱い）］力が幾つか登逹する。年齢がたつにつれ，＜びれも突起を伴ふ肋も

更に強化し，中間の財Jも強く且つ敷多くなる。此の上員の殻装飾の構成は E砂achydiscus

haradaiの中年以後のそれによ＼似る。更に後年になるとくびれは登逹せず，腑に近

い部分は突起も肋も弱化または消失し，腹側の方の半面に多敷の肋がよく登逹する。

かくて中年から後の殻は装飾と殻形と雨方の特性からあたかも Puzosiaの類のやう

な外観を呈する。縫合線は通例の Pachydiscinおと愛りなく，成年ではLがやヽ深

く登逹する。

Canadocerasの属名については Eupachydiscusの場合と同様の註繹を要する。

本属は SPATH1922がカナダの太平洋岸上部白要系産の Ammonitesnewberryanus 

MEEKを genotypeとして創設した。記載に撼ると本種は我が國の Pachydiscus

― koss切atiYABE MSの之と同じ位の大きさの中年殻と極めて類似してゐて，同種か否

かは決定されなくとも少くも同類であらうと推定される。 Canadoceras SPATHの定

義は不明確だし，模式種の個体登逹も十分研究芯れてゐないので甚だ困戚するが，一

應我が Pachydiscztskossmatiの叙と同麗なりと考へて，本邦産の諸種類についての

観察に甚き上記のやうな特性を以て Canad叩erasの再定義を行った次第である。

Pachydiscus kossmatiの類に封しては YABE& SHIMIZU 1926により Pseudopachy-

discusの名稲が輿へられてゐるが，命名の先取櫂に闊する規約を尊重し， Amm.

newberryanus MEEKが我々の所謂 Pseudopachydiscusに入るべしと考へられる限り，

Pseudopachydiscusは Caiiadocer四の'synonymなりとするわけである。 SPATHは
信

¥' 
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Canadocerasは “Puzosiaの類の Kitchinitesに線がある upperChico層産の類'’

に封して言ぶやうに言明してゐるが，かういふ定義は正しくない。、そ少にも拘らず，

genotypeが指摘されてゐる為に Ca11-adocerasの属名をこヽに活かしたのである。

5. Pachydiscus ZITTEL em. GROSSOUVRE_ 1893 [genotype'A切monitesneubergicus 

1v. HAUER]本鷹の特徴は compressed・whorlを有すること＼，個体酸逹の後年に於

・ル、 ける装飾が，腑の周園のもの（突起とそれにつゞく短い肋）と腹面のもの（多敷の

external or ventral costae)とに分化してゐることである。‘1)

Pachydiscus neubergicus (HAUER) は P.egertoni (FORBES), P. gollevillensis 

(d'ORBIGNY戸等と共に特徽ぁる 1群 2)を成すが，これに封して P.gallevillensis 

を genotype として HYATTJ.900 は Parapachydiscus の名を典へ， Ammonites

peramplusをge叩type とする Pachydiscusから分離した。 この惹味における

Pachydisc'US及び Parapachydiscusの名は永く慣用されであた。しかし Lewesiceras

の項でも述べたやうに， Pachydis⑰ Sの genotypeとして P.neubergicus HAU~R が

眺に Grossouvre1893 により指定されてゐるので， Parapachydiscus の代りに

Pachydiscusの名を用ひるべきであり， Amm.peramplusの類に封しては Lewesiceras

の名を使ふことヽなった。 ', .、

なほ従来のV、はゆる ‘‘inflatedParapachydiscus’'なる P.colligatus BINKHORSTの

類を本麗中に入れるべきか否かは標本を手にとつて見ることが出来ないので確言出

来ないが，これらはむしろ他の麗 (Eupachydiscus又は Anapachydiscus)に分類する

方が妥営であるやうに豫想される。
g 

6. ・ Pachydiscus (Neodesmoceras) R. SAITO犀 SU沢n.nov. [subgenotype.P. (Neo-
desmoc~ras) japonicus SAITO MS]之も比較的 compressedwhorlを有する Pachy-

discids'てあつて，殻は個体骰逹の殆んど大部分の時期において平滑かまたは極めて

弱い装飾しか有しないといふ特性を示すものである。

従つて見掛上 Desmocerasを大きくしたやうな外観を持つが縫合線と殻形との個

体装逹における癌過は明らかに Pachydiscusの型である。 Pachydiscin紀中では前

項で述べた Pachydiscus(s. str.)の典型的のものに類似点や連園性があるが，装飾が

腑附近と腹面部とに分化する傾向よりは，たゞ弱化する傾向の方が顕出したものとい

人ことが出来る。装飾弱化の此の傾向は，併し， Pachydiscus(s. s. ）に於V てヽも紙に

見られ，又装飾の分化は Pachydiscus(s. s.）でも種類によつてはそれ程顕著でないも

のもある。従って目下のところ別な属として封立＄せるよりは Pachydiscus闊中の

1) 本邦産の材料の糠察からは，本属もまた大きな size に達し，殻の最後年の部分は殆んど平滑
となる。 ． 

2) これについては前に詳逮したことがある。（日本地質學地理學輯報 13巻， 1936)
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哨属として扱って置きたい。 り贖駅）名栂は齋藤林次氏の手記中にあらはれてゐたも

のを採用した Q. 1) 

本邦産の種類以外では北米太平洋岸産の Pachydiscuscatarinae ANDERSON & 

HANNA 1938は本而圏の代表者であると考へら札る。

7. ・ Menuues SPATH 1922 !genotype A加 11011、itesmenu FORBES] Pachyd£scidsとし

ては比較的小耽である。生長後期の殻に腑の周園の充以外に ventrolateraledge,.又

は ventratside に突起が骰逹してゐるのが特徴的である。最後の住房（l杓ing

chamber)に囲いくびれ (constriction)があるが，之は本閲全部を通じての特性か否

か末だ確賓でだいn゜）以上の諸特性は “Sr!rIJ)hites” の類の或者を想起こ＼せるが巻方

は scaphitoidでない。 3) 殻形は Pachydiscictsの逍例の邸てかなり膨れたもの＼

外に compressedwl~orl を有するものもある。

未成年殻は，種類によって，或は Anapachydiscus,或は E_upachydiscus,或は

仰 nad如prr!Sの末成年殻と類似してゐて，後年になって I¥1enuites 特有の性状が示

ごれる。 此の formは局ではなく， sexualdin1orphismを代表するに過ぎないとい

ふ可能性が考へられないでもないが，他の Pachydiscidsと必ずしもそれぼど密接に

伴つて産出してゐないから， H下の知氣では一謁として扱びたいn

III. 本邦産の諸種について

自分の取扱ったH本産の Pachydiscinreに圏する化石は次のとほり分類芯れる。

Genu'.:.1 Anapachydiscus.,....,.. A. fascicostatus・・ (YABE), 

A. sutneri (YOKOYAMA), A. yezoensis (YABE), 

A. (?) suht£lilobatus ClIMBO), A. naumanni (YoKC~YAMAJ 

Genus E咋{Ichydiscus..，..．．．．．・E. haradai (JIMBO) em. 

.qen us Canadoceras...... ・.:.... C. kossmati (Y ABE) en1., 

C. multicostatum.lVIATUMQTO MS., C. co叫）resstml

MATlTMOTO MS., C. (?) yokoyama£ (JIMBO) 

Genus Pachydisrus ...．．．疇鰤． P. aff. egertoni (FORBES), 1 

P. subcompressus MATUMOTO _MS., P. (Neodesmoceras)扉 onicus

SAITO lVIS., P. UV.) (?) lwbayashii (SHIMIZU), P. (N.) sp. indet. 

l] 長尾巧敦授の厚意により北海道帝大に所蔵の齋籐氏の扱った標本も研究する機會を得た。 P. (N.) 

J•(I/） 0Hiri/S の holotype としては北海逍大學所蔵のものーを選定したい。 名稲は Neodesmoccrasと

いふよりは 1.J心mludcsm(）（:Pr/.IS と呼びたい所であるが，先輩の業績を稼重して敢て改名しない。

公I 住房の採存されてぬ）ない化石もある総。

3) SIWI`i［力~ scaphitoid coilingが M('11uitesの特性であるか疇く記してゐるのは正しくない。
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Genus Menuites……...M. aff. menu (Fo~BES), M. naibutiensis 

MATUMOTO MS., M. rotalinoides (YABE), M. ryugasensis MATUMOTO MS. 

以上の諸種類について次に要点を摘記する。

1. .An.apachydiscusの諸種

A.の諸種類中 A.fascicostatusど A.naumanniとは他の種類に比して more

inflated and more depressed v,horlを有する。 A. fascicostatusにおいては直径

4~5糎位の時期には腑周邊部附近に短い放射肋状の隆起が現れ， 6糎位で kolutur-

ensis型装飾 1) （多敷の狭長な肋と謄の周邊部に間隠廣く分布する小ぷいが明瞭な突

起），次いで後年の大部分に亘り fascicostatus型装飾（多数の粗大でない放射肋と腑

周邊にかなり頻繁に分布し一般には余り顕出してゐない突起より成り，肋の3,4本は

突起に結びつき，．突起間には 2,3本から敷本の肋配列）が特徽的である。但し殻形

及装飾に就いての｝潅．記特性にも相営の建異がある。

A. nau加anniは直径 4糎位迄は A.f ascicostatusの 4~5糎位迄と同じである

が，径 5糎以降は A.fascicosiatusとは著しく異る naumanni型装飾（周邊突起よ

り登する低いが幅廣い長肋ーその大部分はくびれの背後に位置する一とこれより幾

分小ごい短肋）が現れ，成年となるにつれこれらの装飾が強化し，特に淡いくびれに

伴ふ長肋は幅廣＜顧著である。

A. suineriは他に比し螺環が lessdepressed,断面にして園形に近く，謄もやヽ廣

い。 直径 1~2糎頃に cricki型（謄周邊に突起があるのみ）の装飾があり， 1笹2.5

糎頃から既に koiuturensis型装飾が現れ， 5糎位から先は A.fascicostatus・ ふりは

粗く又強い肋が登逹するが， Eupachydiscusharadai程に粗大でなV‘o

A. yezoensisの殻形は前者よりは more・ depressedでむしろ A..fascicostatumの

殻形に似る。幼時の装飾は A.sutneriに酷似し，径 1糎位から cricki式装飾出現

し， 3糎位から koluturensis型装飾となり，敷種以後肋も突起も急に料大となる。此

の中年以後の装飾は A.sutneriの同年齢のものよりも一般に強大粗大であるが，或

る程度の髪異があつて，装飾に闊する差異は雨種接績する。

A. (?) subtililobatusは材料少なく未成年殻の性質が末だ解つてゐなU・ので，

Anapachydiscusに屍するか Eupachydiscusに腸するか未詳で（ある。 Anapachyriisc硲

としては螺環の横幅が余り廣くない例で，また螺環の生長が他に比し迅速で，従って

睛も小＄ぃ，肋は A.y;zoenseと同様であるが突起には JIMBO1894に記＄れてゐる

やうな特異性がある。

1) YABE & SmkHZll 1921 p. 55及 text-fig1参照。 尚同論文に P.lmluturヽれsis として記載され

た票本を見るに，これは A.fascicostatusの未成年殻で，縫合線が年齢の相異に加へて風化された

総，其の刻みの複雑さが幾分失はれるに到つたものである。

‘/’ 
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2. Eupachydiscus haradai (JIMBO)は其の特有な形態で既によく知られてゐるか

ら説明するまでもない。これもまた殻は非常に大きくなり其の撮後の部分は殆んど

平滑である。 b

Pachydis⑳ s teshioensis JIMBOとして記載容れてゐた標本をよく検討すると，今迄

P. haradaiとの相異点として畢げられてゐた点は年齢による差かまたは個体髪異の

範園に飾し，雨者間に種差を認めることが出来ない。また E.hara_daiは時に

A. naumanniと誤り鑑定芯れてゐることがあるが，よく注意すれば，個体登逹を辿

らないでも麗別がつく。

3.. Canadocerasの諸種

C. kossmati, 1'・ C. m叫ticostatum,,C.compressumの3種は前章に記したCanado-

ceras麗の特性を具備してゐる外に 3種夫々の特徴は次の点に在る。殻形において

は第 1 者は巻が密，膀もかなり狭く（中年乃至成年にて直径の ~5~30% ），又比較

的膨れた螺環を有し，横幅と高さの比も他 2者より 大きい（成年にて C.95又は夫

以上）；第 2者は巻がや＼緩，謄もやヽ廣く（中～成年で 35％内外），横幅：高＄は

成年で 0.90または夫以下；第 3者は更に横幅狭い螺環を有ずる。装飾に迭いては

C. kossmatiは他に比し粗大で，中年では Eupachydiscusharadaiによく似た装飾を

有するが， C．mttlticostatttmでは之より密集した多敷の肋を有し，且つ殻側而内半の

装飾の弱化する時期が早く到来してゐて，中年から成年に亘る殻はあたかも Parapu-

zosiaの装飾を想起せしめるものがある。 C. compressumでは装飾弱化の傾向が更

に著しく，突起と肋とは中年において弱いものが認められるだけだ。しかしくびれ

は明瞭である。

以上の者の外に Pachyd岱cusyokoyamai JIMBOなるものがある。 これぱ材料が不

十分で，その性質（特に種々異る年齢に於ける性質）が不完全にしかわかつてゐな

い。 SPATH1922は本種を氏の Nowakitesの中に入れたが， Nowakites自身が定義

の不明瞭な局である。 P.yokoyamaiの標本は同じ大き芯の C.kossmatiの未成年

殻に種々似た点があるが，これに比し螺環の横幅廣く，また装飾は更に粗で廣い間隔

を以て分布する。 かくて本種は Canadocerasの一代表者である可能性がある。

以上種の特性として畢げた形質については幾異があり，又種々の年齢において或る

形質の現出するその時期にも菱異があり，少くも或る形質に闊しては異種間に愛異の

接績がある。これは特に材料の多い C.kossmatiと C.nu;lticostatumとの間で明ら

かに認められる。

1) " Pachydiscus"如ssmatiYABE は従末種々の文献にもその名が畢げられてゐたが，震は未記載の

ままであった。矢部博士の扱はれた標本も東京帝大に保存されてを 1'J，更に多数の材料も加はつ

て糧々異る年齢の性質も解つて末たので，本種をここに確認することが出来るQ
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4. 日本産 P,achydiscus(s.s.) 

Pachydiscus (s.s.）即ち groupof:P. ne砂ergicus0gollevillensisに廊するものは世界

に廣く分布してゐるが， H本からも其の代表者が確認はれるに到つたo l)其の一つで

ある P.subc[)mpressus MATUMOTO MS. は印度産の P. cqmpressus f,(SPATH) 

(= P. go!levillensis in KossMAT 1808) >-.類但してゐて，同じ年齢のものを比較す

ると P.gol!evillensis ・などより更に compressedwhorlを有するが，｝］力の散は印度産

のものより敗多く，又腑周邊の装飾と腹面砦飾との封立が余り顧著でなく，中年の殻

装飾はむしろ Ca加 docerasmulticostatu切の後年の夫に類似する。本種はまた十分

生長した年齢では非常に大きくなるものが知られ，その部分では装飾の弱化が著し

い。 Canadoceras compressum cも似た点があるが巻が密であり又顕菊なくびれ

がない。

此の種類の外にK立目謙一郎氏により P. aff. egertoniが採集報告器れた。

P. egertoni (FORBES)と同種類とは断定出来ないにしても，これに極めて近い特性を

示す標本である。

5. P. (Neodesn,lOじeras)japonieus SAITO MSは装飾の殆んどない特異な Pachydis-

cids であるが，注意してみると生長の途中で弱いながらも周期的に分布する肋（極

めて淡いくびれに針應）があり，涸体によつては弱い肋が腹部に存在する時期があり，

Canadoce ras加 {lticりstatumの後年の装飾を更に弱くしたやうな状態である。 P. 

S̀tibco切f>ress仰 1の楊合と同様幼時には著しく幅狭ぃ螺猿を有し成年にはやはり幅は

高さより小‘ぷいが，や＼膨れた佃り面を持つ。北米太平洋岸産の P.UV.) catatinae 

(ANDERSON & HANNA)は成年殻ぱ本種と殆んど亙別出来ないが未成年期において

本種より横ill耶脳くもつは彬れ噺面にして園形に近い螺環を看・する。

和泉砂岩層詳産の P_achydiscusegertoni KOBAYASHIは自分が以前 1、i.9:.}6)に述べ

たやうに，明らかに P.e笈eri.(_）J]ではない。 SHIMIZU1935も P.lwbayashii (SHIMIZU) 

とした。而してこれは比較的横幅狭い螺環を有し装飾が蒻い点で P.(Nevdesmoceras) 

に謁するかも知れない。材料不十分で未成年時の性質が明確でないので噺定出来

ない。

6. Menuitesの語種本邦産の Me111,fitesとして自分の取扱つたものには次の諮

種がある。

(1) M. aff. menu (FORBES)成年殻においての性質は M.menIt(EORBESIに幽似の

ものである。而して未成年時は Eupaclzydiscusharadaiの未成年時と類似する。

l) 以前 (1936)に報告したやうに，かつてこの類に入れられてゐたものの中には餞つて繹定されて

ゐたものもあったか，更に共の後の材料の追加により，明らかにこの類に入るもの恣確認される

に到った。
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印度産の原物について末成年時の性質がはづ苔りしてゐない為に的確に比較出来な

い。この外に本邦壼の化石の中にはこれより小型であつて，幼時は類似するが，中年

で粗に分布する明瞭な肋を有する時期が殆んどなくい呑なり ‘‘bituberculatestage" 

に逹するものが認められてゐる。

(2) M. naibutiensis MATUMOTO MS幼時はむしろ Anapachydiscusの幼時に類似

し，中年に koluturensis型の装飾があり，成年の bituberculatestageにおける税は

強大で 1or 2 ventral tuberclesが 1umbilical tubercleに到應してゐる。

(3) 1¥,1. rotalinoides (YABE)既に YABE1915に記述＄れた種類。紀州だけでなく北

海道樺太からも両する。

(4) fvl. ryugasense NlA TUM OTO TvlS他の Menuitesに比しやヽ大きい（直径 10糎

内外）。中年までの諸性質は Canadocerasyokoyamai 又は C.lwssmatiの未成年時

の性質に類似し，成年に於いて之に ventro-lateraltuberclesが加はる。 成年の殻形

は C..kossmatiの 10糎内外の時期の殻形によく似てゐる。しかし C.kossmatiで

は更にこれより遥かに大きくなり，装飾も異つていくことは既に記したとほりで

ある。

IV. 層序的産出

本邦牽 PachydisciLceの層序的産出 1) についての知識を要約すると次のとほり

である。

l. AnajJachydiscus fascicostatus, sutneri, yezoensisの 3種は浦河統，而して少くも

前2者は上半部のみならす下半部からも産する。

2. A. naumanniは浦河統最上部 (Infrahetonaian)に特徽的で，その直下若干の部

分からもこれに比較さるべき化石がいくらか見出ごれる。

3. A. subtililobatusを壼したのは膊石であるが，位置及び岩質から考へてヘトナイ

統下部階に相常するべぎ部分と推定こsれる。

4. Eupachyd£scus harada£ は浦河統上部階の上半部からヘトナィ統下部階に亘つて

産する。 もつとも地域によつてはこの範園の中の一部分たる或る特定の層 2)に本種

の化石が多産することがある。 一

5. Canadoceras koss1nati及び C.mzdticostatumは共にヘトナイ統下部階に特徽的

な化石として産する。 C. compressumはこれに封して其の上部階にのみ産する。

1) 本邦白要系の層序については “Fundamentalsin the Cretaceous Stratigraphy of Japan"（九

州帝大理學部紀要］巻 3読 1942,2巻 1競 1943)参照
2) ＇ヽR；；clzydiscuslwrndai帯”の上に ‘‘Pachydiscusnaumanni帯'’があるやうなこと茄あったと

しても，これは局部的の現象で，一般には雨種の地質的産出に此の順があるわけではない。
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6. 同じくヘトナイ統上部階からは Pachydiscussubcompressus, P. aff. egertoni, 

P. (Neodesn-zoceras) japonicus等が産する。

7. Menuites'は浦河統上半からヘトナイ統下半に亘り知られ，材料が多くないので

産出範圃のEド限の詳細を決定出来ないが， M．［VI給m研，11seは Canadoceraskossmati 

と共にヘトナイ統下部階に特徽的である。

以上のやうに、 Pachydiscin紀は本邦の上部白堅系の時代的属分や対比の上に重要

な化石である。また日本で確立＄れたこの類の分類と地質的産出に［測する知識は，外

國のものを取扱びまた國際勁比を行ふ時に， K事な規準となるべきものと思ふ。

（］出‘i年 8月 3(）日）
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